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　物理 (Physical) 空間とデジタル (Digital) 空間が高度に融合す
ることで実現される現実拡張型メディア、「フィジタル 
(Phygital) メディア」について探求し、研究を行っています。
計算機でマテリアルの性質をセンシング、操作し、環境中に
新しい物理現象や構造を導入することで、人を支援し、日常
生活を豊かにするメディア技術を、ハードウェアとソフトウェ
アの両面から研究・開発しています。研究分野は AR / MR、触
覚インタフェース、HCI、ロボティクスが中心ですが、これら

を横断する内容にも意欲的に取り組んでいます。具体的には、
プロジェクタ応用工学、環境拡張、身体拡張を研究の軸とし、
映像と群ロボットの協調制御による複合現実感システムや
レーザー熱投影による柔軟な相転移アクチュエータの駆動、
映像への不可視な情報埋め込みによる視触覚重畳提示などを
提案してきました。最終的には、これらの研究活動を通じて、
人が身体的・時空間的制約から解放される未来の実現を目指
しています。

　企業研究者との共同研究を積極的に推進すると共に、研究
成果をまとめた動画の公開や研究室オープンハウス等を通じ
て研究成果を発信しています。また、研究活動で得た知識を
活かし、火災で消失した首里城の画像・映像データを用いた
3D 復元を目指す「OUR Shurijo: みんなの首里城デジタル復元
プロジェクト」に参加し、活動しています。この活動は各種
メディアに取り上げられると共に、第25回AMDアワード リー
ジョナル賞を受賞しました。

　AR や MR に代表される現実拡張型メディアは、SF アニメや
小説で登場する空想上の産物でしたが、科学技術の進歩によっ
て現実に実現可能なものとなりつつあります。研究には失敗
や想定外の出来事もつきものですが、その中でも学生の皆さ
んが自分の「好き」という気持ちを大切にしながら、その能
力を伸ばして活躍してほしいと思っています。皆さんといっ
しょに未来を支える科学技術を創造していけることを楽しみ
にしています。
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